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 本研究の目的は、  腱由来幹細胞 (Tendon derived stem cells;以下 TSCs)か
ら細胞シートを作成し、ラット腱損傷モデルを用いて移植後の細胞シートによ
る腱治癒効果を組織学的および機能的に評価する事である。  
 ラットアキレス腱から TSCs を抽出し、温度応答性培養皿を用いて細胞シー







高いことが示された。                                                                      
 本研究において  TSC シート移植による早期腱治癒を促進する効果が示唆さ
れた。 TSC シート移植によって幹細胞および自家細胞外マトリックスを、異種
由来の生体足場を使用せずに移植できる利点があり、  今後の腱および靱帯損
傷治療に対しての再生医療アプローチの可能性が示唆された。  
 
 
 
